
の
詳
細
に
つ
い
て
は
決
ま
り
次
第
地
方

連
盟
に
知
ら
せ
て
い
く
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
た
い
。

（
久
保
典
子
／

山
筋
ゴ
ー
ゴ
ー
体
操
推
進
委
員
長
）

○
遭
難
対
策
部

　
現
在
ま
で
五
名
の
死
亡
事
故
が
発
生

　

４
月
７
日
か
ら
５
月
１１
日
ま
で
に
届

い
た
事
故
一
報
は
３２
件
３２
名
。

　

５
月
１１
日
ま
で
に
発
生
し
た
死
亡
事

故
は
５
件
５
名
と
な
り
前
年
を
超
え

た
。
そ
の
内
容
は
、
冬
季
縦
走
で
の
凍

死
、
ア
イ
ス
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
で
の
滑
落
、

冬
季
登
攀
で
の
凍
死
、
日
帰
り
登
山
で

の
心
肺
停
止
、
伊
豆
で
の
登
攀
転
落
事

故
。
各
１
名
が
死
亡
し
た
。
当
該
の
会

や
県
連
盟
で
は
、
安
全
登
山
に
関
す
る

講
習
や
講
演
を
行
い
死
亡
事
故
再
発
防

止
の
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
る
。

　

遭
難
対
策
部
会
で
も
７
月
に
仙
台
市

で
開
催
予
定
の
全
国
遭
難
対
策
担
当
者

会
議
で
事
故
の
経
緯
や
教
訓
を
共
有
し

今
夏
以
降
の
事
故
防
止
を
進
め
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　

男
性
１６
名
。
女
性
１６
名
。
転
倒
で
の

事
故
は
、
１４
件
。
８０
代
、
７０
代
が
７
名

含
ま
れ
て
い
て
高
齢
者
の
転
倒
が
多
い

傾
向
で
あ
る
。

　

所
属
連
盟
は
東
京
が
９
名
、
京
都
・

大
阪
が
各
３
名
。
新
潟
・
和
歌
山
・
福

岡
が
各
２
名
。
宮
城
・
埼
玉
・
神
奈
川
・

長
野
・
静
岡
・
愛
知
・
奈
良
・
島
根
・

広
島
・
大
分
が
各
１
名
。

　

年
齢
は
、
８０
代
１
名
。
７０
代
９
名
。

６０
代
８
名
。
５０
代
８
名
。
４０
代
５
名
。

３０
代
１
名
。

　

登
山
形
態
で
は
、
無
雪
期
１６
名
、
積

雪
期
３
名
、
山
ス
キ
ー
３
名
、
登
攀
４

名
、
人
工
壁
３
名
、
訓
練
３
名
。
訓
練

中
の
事
故
が
３
件
発
生
し
た
。
雪
上
訓

練
や
ア
イ
ゼ
ン
訓
練
、
登
攀
訓
練
で
の

事
故
で
あ
る
が
、
安
全
対
策
を
十
分
に

行
い
訓
練
中
の
事
故
は
出
来
る
だ
け
防

い
で
も
ら
い
た
い
。
ま
た
、
室
内
ジ
ム

で
の
事
故
も
３
件
発
生
。
ビ
レ
イ
ヤ
ー

が
目
を
離
し
た
事
に
よ
る
グ
ラ
ウ
ン
ド

フ
ォ
ー
ル
の
事
例
も
報
告
さ
れ
た
。
相

互
に
確
認
し
あ
い
不
注
意
に
よ
る
事
故

の
発
生
を
防
い
で
頂
き
た
い
。

※
事
故
一
報
の
一
覧
表
は
次
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て

く
だ
さ
い
。

　

そ
こ
で
も
講
習
会
実
施
に
際
し
て
は

サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
は
欠
か
せ
な
い
、

と
さ
れ
て
お
り
、
講
師
、
サ
ポ
ー
タ
ー
、

地
方
連
盟
の
協
力
の
下
、
毎
年
普
及
活

動
が
行
わ
れ
て
き
て
い
る
。

　

そ
の
サ
ポ
ー
タ
ー
を
養
成
す
る
「
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
だ
が
、
地
方
連

盟
か
ら
は
、
二
日
間
だ
と
会
場
の
確
保

が
難
し
い
、
ま
た
会
員
か
ら
は
、
二
日

間
と
い
う
期
間
は
厳
し
い
し
参
加
し
づ

ら
い
、
定
例
山
行
等
と
も
ぶ
つ
か
る
、

等
の
声
を
頂
戴
し
て
き
た
。

　

５
月
定
例
委
員
会
で
は
「
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
」
を
議
論
し
、
現
状
の

サ
ポ
ー
タ
ー
登
録
者
の
年
齢
層
が
高
い

事
、
サ
ポ
ー
タ
ー
の
次
の
段
階
で
あ

る
「
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
」
の
早
期
養

成
が
望
ま
れ
て
い
る
中
、
若
年
層
の

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
の
必
要
性
を
確
認
し

た
。

　

結
論
・
提
案
と
し
て
、
山
筋
ゴ
ー
ゴ
ー

体
操
が
Ｄ
Ｖ
Ｄ
や
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

自
由
に
何
回
も
視
聴
し
学
習
で
き
る
現

在
、
各
自
で
事
前
に
十
分
に
学
習
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
、
一
日
養
成
講
座
も
可

能
で
は
な
い
か
と
の
結
論
に
至
っ
た
。

　

こ
の
養
成
講
座
の
開
催
・
受
講
条
件

2022 5

を
酷
使
し
た
り
、
自
分
の
身
体
に
負
荷

が
か
か
る
こ
と
で
あ
る
。
私
た
ち
高
齢

者
は
こ
の
よ
う
な
登
山
活
動
を
行
っ
て

い
る
こ
と
を
自
覚
し
た
う
え
で
、
事
故

防
止
の
対
策
と
し
て
、
膝
・
高
血
圧
等

の
疾
患
の
あ
る
方
は
主
治
医
に
相
談
し

た
り
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
等
し
て
、

事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
心
が
け
る
こ

と
が
必
要
だ
と
思
っ
て
い
る
。

（
伊
藤
正
勝
／
労
山
基
金
運
営
委
員
）

○
組
織
部

　
小
さ
な
労
山
マ
ー
ク
の
大
き
な
効
用

　

組
織
部
会
は
毎
回
、
実
に
真
剣
に
論

議
し
て
い
る
。
短
い
時
間
で
伝
え
き
れ

な
い
事
、
表
現
で
き
な
か
っ
た
事
な
ど

も
あ
り
、
最
近
は
提
案
意
見
等
の
「
意

見
文
書
」
も
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
「
全
登
研
集
会
」
は
、１０
月
２９
日
（
土
）

～
３０
日
（
日
）、
東
京
都
の
ホ
テ
ル
コ

ン
チ
ネ
ン
タ
ル
府
中
で
開
催
さ
れ
、
講

演
者
と
し
て
伊
藤
佳
さ
ん
（
三
俣
山
荘
）

が
決
定
し
て
い
る
。
集
会
の
募
集
要
項
、

日
程
、
分
科
会
等
の
詳
細
は
、
後
日
お

知
ら
せ
す
る
の
で
、
多
く
の
参
加
を
希

望
す
る
。
東
京
近
辺
は
少
し
足
を
延
ば

せ
ば
山
も
多
く
あ
り
、
集
会
の
帰
り
に

立
ち
寄
る
交
流
山
行
計
画
な
ど
も
よ
い

と
思
う
。

　

さ
て
、
先
日
屋
久
島
に
二
泊
三
日
の

山
旅
を
し
た
。
二
日
目
泊
が
新
高
塚
小

屋
だ
っ
た
。
小
屋
は
多
く
の
宿
泊
者
で

ご
っ
た
返
し
て
い
た
。
そ
ん
な
中
ザ
ッ

ク
に
つ
け
た
労
山
マ
ー
ク
の
コ
コ
ヘ

リ
を
み
て
、
声
を
か
け
て
き
た
方
が
お

ら
れ
た
。
お
話
を
聞
く
と
某
県
連
の
労

山
会
員
と
の
こ
と
で
、
会
員
を
ど
の
よ

う
に
増
や
し
て
お
ら
れ
る
か
尋
ね
た
と

こ
ろ
、
も
っ
ぱ
ら
Ｈ
Ｐ
や
Ｆ
Ｂ
か
ら
の

加
入
が
多
く
、
此
処
４
～
５
年
の
間
で

若
手
、
熟
練
、
山
経
験
者
の
加
入
が
多

く
あ
っ
た
そ
う
だ
。
労
山
マ
ー
ク
が
同

じ
労
山
仲
間
を
見
つ
け
出
し
、
組
織
拡

大
の
話
ま
で
お
聞
き
す
る
こ
と
が
出
来

た
。
小
さ
な
労
山
マ
ー
ク
の
持
た
ら
し

た
大
き
な
効
用
を
再
認
識
す
る
。

（
久
保
典
子
／
組
織
部
長
）

○
山
筋
ゴ
ー
ゴ
ー
体
操
推
進
委
員
会

　
ワ
ン
デ
イ
・
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を

　
近
日
中
に
実
施

　

山
筋
ゴ
ー
ゴ
ー
体
操
の
全
会
員
へ
の

普
及
は
２
０
１
９
年
総
会
で
施
策
が
承

認
・
決
議
さ
れ
た
も
の
だ
。

○
労
山
基
金
運
営
委
員
会

　
高
齢
化
に
よ
る

　
治
癒
の
長
期
化
に
思
う
こ
と

　
　

近
年
、
持
病
に
関
連
し
て
い
る
と

思
わ
れ
る
よ
う
な
膝
の
治
療
、
そ
の
他

の
怪
我
の
治
療
が
長
引
く
実
例
が
増
え

た
と
感
じ
る
。
私
事
だ
が
、
四
月
、
五

月
で
白
内
障
の
手
術
を
し
た
。
細
か
い

字
が
見
え
に
く
く
な
り
、
知
り
合
い
が

す
れ
違
っ
て
も
気
づ
か
な
い
等
何
か
と

不
便
を
感
じ
て
い
た
。
手
術
の
結
果
、

以
前
の
よ
う
に
見
え
る
よ
う
に
な
っ
た

が
、
加
齢
と
と
も
に
何
か
と
不
自
由
な

こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
く
こ
と
を
ひ
し

ひ
と
感
じ
て
い
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
こ
の
三
年
間
は
、
移
動

の
制
限
や
行
動
の
制
限
に
よ
っ
て
私
た

ち
の
山
行
活
動
に
大
き
な
影
響
を
も
た

ら
し
た
。
山
行
を
継
続
し
て
い
る
こ
と

で
、
筋
力
・
体
力
を
維
持
で
き
て
い
る

も
の
の
、
活
動
が
制
限
さ
れ
れ
ば
低
下

し
て
い
く
こ
と
は
防
げ
な
い
。
山
に
登

る
と
い
う
こ
と
は
、
厳
し
い
自
然
環
境

（
低
酸
素
・
低
気
温
、
雨
・
風
、
高
温
・

低
温
）
に
さ
ら
さ
れ
た
り
、
長
時
間
の

歩
行
や
悪
路
（
岩
、
雪
、
氷
等
）
を
上

下
し
た
り
、
思
い
荷
物
を
持
っ
て
肉
体

25 24登山時報 2022 年 7月号 登山時報 2022 年 7月号



の
詳
細
に
つ
い
て
は
決
ま
り
次
第
地
方

連
盟
に
知
ら
せ
て
い
く
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
た
い
。

（
久
保
典
子
／

山
筋
ゴ
ー
ゴ
ー
体
操
推
進
委
員
長
）

○
遭
難
対
策
部

　
現
在
ま
で
五
名
の
死
亡
事
故
が
発
生

　

４
月
７
日
か
ら
５
月
１１
日
ま
で
に
届

い
た
事
故
一
報
は
３２
件
３２
名
。

　

５
月
１１
日
ま
で
に
発
生
し
た
死
亡
事

故
は
５
件
５
名
と
な
り
前
年
を
超
え

た
。
そ
の
内
容
は
、
冬
季
縦
走
で
の
凍

死
、
ア
イ
ス
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
で
の
滑
落
、

冬
季
登
攀
で
の
凍
死
、
日
帰
り
登
山
で

の
心
肺
停
止
、
伊
豆
で
の
登
攀
転
落
事

故
。
各
１
名
が
死
亡
し
た
。
当
該
の
会

や
県
連
盟
で
は
、
安
全
登
山
に
関
す
る

講
習
や
講
演
を
行
い
死
亡
事
故
再
発
防

止
の
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
る
。

　

遭
難
対
策
部
会
で
も
７
月
に
仙
台
市

で
開
催
予
定
の
全
国
遭
難
対
策
担
当
者

会
議
で
事
故
の
経
緯
や
教
訓
を
共
有
し

今
夏
以
降
の
事
故
防
止
を
進
め
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　

男
性
１６
名
。
女
性
１６
名
。
転
倒
で
の

事
故
は
、
１４
件
。
８０
代
、
７０
代
が
７
名

含
ま
れ
て
い
て
高
齢
者
の
転
倒
が
多
い

傾
向
で
あ
る
。

　

所
属
連
盟
は
東
京
が
９
名
、
京
都
・

大
阪
が
各
３
名
。
新
潟
・
和
歌
山
・
福

岡
が
各
２
名
。
宮
城
・
埼
玉
・
神
奈
川
・

長
野
・
静
岡
・
愛
知
・
奈
良
・
島
根
・

広
島
・
大
分
が
各
１
名
。

　

年
齢
は
、
８０
代
１
名
。
７０
代
９
名
。

６０
代
８
名
。
５０
代
８
名
。
４０
代
５
名
。

３０
代
１
名
。

　

登
山
形
態
で
は
、
無
雪
期
１６
名
、
積

雪
期
３
名
、
山
ス
キ
ー
３
名
、
登
攀
４

名
、
人
工
壁
３
名
、
訓
練
３
名
。
訓
練

中
の
事
故
が
３
件
発
生
し
た
。
雪
上
訓

練
や
ア
イ
ゼ
ン
訓
練
、
登
攀
訓
練
で
の

事
故
で
あ
る
が
、
安
全
対
策
を
十
分
に

行
い
訓
練
中
の
事
故
は
出
来
る
だ
け
防

い
で
も
ら
い
た
い
。
ま
た
、
室
内
ジ
ム

で
の
事
故
も
３
件
発
生
。
ビ
レ
イ
ヤ
ー

が
目
を
離
し
た
事
に
よ
る
グ
ラ
ウ
ン
ド

フ
ォ
ー
ル
の
事
例
も
報
告
さ
れ
た
。
相

互
に
確
認
し
あ
い
不
注
意
に
よ
る
事
故

の
発
生
を
防
い
で
頂
き
た
い
。

※
事
故
一
報
の
一
覧
表
は
次
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て

く
だ
さ
い
。

　

そ
こ
で
も
講
習
会
実
施
に
際
し
て
は

サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
は
欠
か
せ
な
い
、

と
さ
れ
て
お
り
、
講
師
、
サ
ポ
ー
タ
ー
、

地
方
連
盟
の
協
力
の
下
、
毎
年
普
及
活

動
が
行
わ
れ
て
き
て
い
る
。

　

そ
の
サ
ポ
ー
タ
ー
を
養
成
す
る
「
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
だ
が
、
地
方
連

盟
か
ら
は
、
二
日
間
だ
と
会
場
の
確
保

が
難
し
い
、
ま
た
会
員
か
ら
は
、
二
日

間
と
い
う
期
間
は
厳
し
い
し
参
加
し
づ

ら
い
、
定
例
山
行
等
と
も
ぶ
つ
か
る
、

等
の
声
を
頂
戴
し
て
き
た
。

　

５
月
定
例
委
員
会
で
は
「
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
」
を
議
論
し
、
現
状
の

サ
ポ
ー
タ
ー
登
録
者
の
年
齢
層
が
高
い

事
、
サ
ポ
ー
タ
ー
の
次
の
段
階
で
あ

る
「
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
」
の
早
期
養

成
が
望
ま
れ
て
い
る
中
、
若
年
層
の

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
の
必
要
性
を
確
認
し

た
。

　

結
論
・
提
案
と
し
て
、
山
筋
ゴ
ー
ゴ
ー

体
操
が
Ｄ
Ｖ
Ｄ
や
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

自
由
に
何
回
も
視
聴
し
学
習
で
き
る
現

在
、
各
自
で
事
前
に
十
分
に
学
習
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
、
一
日
養
成
講
座
も
可

能
で
は
な
い
か
と
の
結
論
に
至
っ
た
。

　

こ
の
養
成
講
座
の
開
催
・
受
講
条
件

2022 5

を
酷
使
し
た
り
、
自
分
の
身
体
に
負
荷

が
か
か
る
こ
と
で
あ
る
。
私
た
ち
高
齢

者
は
こ
の
よ
う
な
登
山
活
動
を
行
っ
て

い
る
こ
と
を
自
覚
し
た
う
え
で
、
事
故

防
止
の
対
策
と
し
て
、
膝
・
高
血
圧
等

の
疾
患
の
あ
る
方
は
主
治
医
に
相
談
し

た
り
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
等
し
て
、

事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
心
が
け
る
こ

と
が
必
要
だ
と
思
っ
て
い
る
。

（
伊
藤
正
勝
／
労
山
基
金
運
営
委
員
）

○
組
織
部

　
小
さ
な
労
山
マ
ー
ク
の
大
き
な
効
用

　

組
織
部
会
は
毎
回
、
実
に
真
剣
に
論

議
し
て
い
る
。
短
い
時
間
で
伝
え
き
れ

な
い
事
、
表
現
で
き
な
か
っ
た
事
な
ど

も
あ
り
、
最
近
は
提
案
意
見
等
の
「
意

見
文
書
」
も
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
「
全
登
研
集
会
」
は
、１０
月
２９
日
（
土
）

～
３０
日
（
日
）、
東
京
都
の
ホ
テ
ル
コ

ン
チ
ネ
ン
タ
ル
府
中
で
開
催
さ
れ
、
講

演
者
と
し
て
伊
藤
佳
さ
ん
（
三
俣
山
荘
）

が
決
定
し
て
い
る
。
集
会
の
募
集
要
項
、

日
程
、
分
科
会
等
の
詳
細
は
、
後
日
お

知
ら
せ
す
る
の
で
、
多
く
の
参
加
を
希

望
す
る
。
東
京
近
辺
は
少
し
足
を
延
ば

せ
ば
山
も
多
く
あ
り
、
集
会
の
帰
り
に

立
ち
寄
る
交
流
山
行
計
画
な
ど
も
よ
い

と
思
う
。

　

さ
て
、
先
日
屋
久
島
に
二
泊
三
日
の

山
旅
を
し
た
。
二
日
目
泊
が
新
高
塚
小

屋
だ
っ
た
。
小
屋
は
多
く
の
宿
泊
者
で

ご
っ
た
返
し
て
い
た
。
そ
ん
な
中
ザ
ッ

ク
に
つ
け
た
労
山
マ
ー
ク
の
コ
コ
ヘ

リ
を
み
て
、
声
を
か
け
て
き
た
方
が
お

ら
れ
た
。
お
話
を
聞
く
と
某
県
連
の
労

山
会
員
と
の
こ
と
で
、
会
員
を
ど
の
よ

う
に
増
や
し
て
お
ら
れ
る
か
尋
ね
た
と

こ
ろ
、
も
っ
ぱ
ら
Ｈ
Ｐ
や
Ｆ
Ｂ
か
ら
の

加
入
が
多
く
、
此
処
４
～
５
年
の
間
で

若
手
、
熟
練
、
山
経
験
者
の
加
入
が
多

く
あ
っ
た
そ
う
だ
。
労
山
マ
ー
ク
が
同

じ
労
山
仲
間
を
見
つ
け
出
し
、
組
織
拡

大
の
話
ま
で
お
聞
き
す
る
こ
と
が
出
来

た
。
小
さ
な
労
山
マ
ー
ク
の
持
た
ら
し

た
大
き
な
効
用
を
再
認
識
す
る
。

（
久
保
典
子
／
組
織
部
長
）

○
山
筋
ゴ
ー
ゴ
ー
体
操
推
進
委
員
会

　
ワ
ン
デ
イ
・
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を

　
近
日
中
に
実
施

　

山
筋
ゴ
ー
ゴ
ー
体
操
の
全
会
員
へ
の

普
及
は
２
０
１
９
年
総
会
で
施
策
が
承

認
・
決
議
さ
れ
た
も
の
だ
。

○
労
山
基
金
運
営
委
員
会

　
高
齢
化
に
よ
る

　
治
癒
の
長
期
化
に
思
う
こ
と

　
　

近
年
、
持
病
に
関
連
し
て
い
る
と

思
わ
れ
る
よ
う
な
膝
の
治
療
、
そ
の
他

の
怪
我
の
治
療
が
長
引
く
実
例
が
増
え

た
と
感
じ
る
。
私
事
だ
が
、
四
月
、
五

月
で
白
内
障
の
手
術
を
し
た
。
細
か
い

字
が
見
え
に
く
く
な
り
、
知
り
合
い
が

す
れ
違
っ
て
も
気
づ
か
な
い
等
何
か
と

不
便
を
感
じ
て
い
た
。
手
術
の
結
果
、

以
前
の
よ
う
に
見
え
る
よ
う
に
な
っ
た

が
、
加
齢
と
と
も
に
何
か
と
不
自
由
な

こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
く
こ
と
を
ひ
し

ひ
と
感
じ
て
い
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
こ
の
三
年
間
は
、
移
動

の
制
限
や
行
動
の
制
限
に
よ
っ
て
私
た

ち
の
山
行
活
動
に
大
き
な
影
響
を
も
た

ら
し
た
。
山
行
を
継
続
し
て
い
る
こ
と

で
、
筋
力
・
体
力
を
維
持
で
き
て
い
る

も
の
の
、
活
動
が
制
限
さ
れ
れ
ば
低
下

し
て
い
く
こ
と
は
防
げ
な
い
。
山
に
登

る
と
い
う
こ
と
は
、
厳
し
い
自
然
環
境

（
低
酸
素
・
低
気
温
、
雨
・
風
、
高
温
・

低
温
）
に
さ
ら
さ
れ
た
り
、
長
時
間
の

歩
行
や
悪
路
（
岩
、
雪
、
氷
等
）
を
上

下
し
た
り
、
思
い
荷
物
を
持
っ
て
肉
体
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